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あさくら市議会だより平成28年11月15日号

会期日程

９月定例会

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○請願紹介議員の説明
○決算審査特別委員会の設置
◇決算審査特別委員会
（考案日）
○一般質問（5人）
○一般質問（5人）
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇決算審査特別委員会
（事務整理日）
○議案等の審議
（委員長報告　質疑・討論・
採決）

○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の審議
（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

8月31日

9月1、2日
5日
6日
7日

7、8日
13～16日
20、21日
　23日

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

平成28年度　９月補正予算の概要
≪一般会計≫
　・情報セキュリティ強化対策事業費…………………………………………
　・甘木鉄道機能向上調査事業負担金……………………………………………
　・前年度決算剰余金等による減債基金積立金…………………………
　・前年度決算剰余金による小石原川ダム水源地域整備基金積立金………
　・前年度決算剰余金による地域振興基金積立金………………………………
　・杷木、金川学童保育所整備設計費……………………………………………
　・介護ロボット等導入支援事業補助金…………………………………………
　・国民健康保険特別会計財源組替による繰出金……………………………
　・予防接種（Ｂ型肝炎）事業費…………………………………………………
　・社会保障・税番号制度システム整備経費………………………………………
　・県営両筑平野かんがい排水二期事業負担金…………………………………
　・農地、農業用施設、林道災害復旧事業費……………………………
　・道路橋りょう、河川災害復旧事業費………………………………………
≪介護保険特別会計　保険事業勘定≫
　・前年度の介護給付費等の確定に伴う国県等への精算金…………………
　・前年度決算剰余金による介護給付費準備基金積立金……………………

３０００万円
５２４万円

２億３５２５万円
４８５４万円
１７７万円
１６０万円
２３９万円
△　６８万円
５９９万円
９７万円
１２５万円

１億２０３０万円
５２００万円

６５００万円
１７７８万円

平成2７年度決算　経常収支比率　89.9％

　議案等の詳細な審
査と結果の報告を委
員会に委ねることを
「委員会付託」とい
い、付託された委員
会は審査の結果を本
会議で報告します。
ここでは各常任委員
会で審査された案件
の一部を掲載してい
ます。

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、

８
月
31
日
か
ら
９
月
23
日
ま
で

の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
５
件
の
報
告
が

行
わ
れ
、
平
成
27
年
度
の
決
算

認
定
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
21

件
が
上
程
さ
れ
た
ほ
か
、
請
願

１
件
を
受
理
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
10
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
各
議
員
か
ら
市

の
政
策
に
つ
い
て
質
問
を
行
い

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

ま
し
た
。

　

議
案
等
は
質
疑
を
行
っ
た
後
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
議
案

１
件
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

に
議
案
３
件
と
請
願
１
件
、
環

境
民
生
常
任
委
員
会
に
議
案
７

件
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に

議
案
９
件
が
付
託
さ
れ
、
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

４
日
間
の
審
査
期
間
を
設
け
、

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
、

歳
出
の
執
行
状
況
を
詳
し
く
審

査
し
ま
し
た
。

　

閉
会
日
に
各
委
員
会
か
ら
審

査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
を
行
い
、
全
議
案

と
も
承
認
、
認
定
及
び
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、人
事
案
件
、意
見
書
案
、

発
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

昨年度 92.5%から　2.6ポイント改善
福岡県内市平均より　0.7%低く

平成2７年度決算　経常収支比率　89.9％
昨年度 92.5%から　2.6ポイント改善
福岡県内市平均より　0.7%低く

※…財政の弾力性をあらわす指標で、この比率が低いほど財政構造に弾力性があることになる

※
９月定例会
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

災
害
時
の
派
遣
職
員
受
け
入
れ
に

　
　
　
備
え
る
条
例
を
制
定

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
３
件
と
請
願
書
１
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

★
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

災
害
対
策
基
本
法
、
大
規

模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る

法
律
な
ど
に
基
づ
き
、
災
害
時

に
本
市
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
に

対
し
、
災
害
派
遣
手
当
等
を

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

派
遣
受
け
入
れ
に
備
え
る
た

め
の
危
機
管
理
と
し
て
の
条
例

制
定
で
あ
り
、
手
当
の
支
給
額

は
国
家
公
務
員
等
の
出
張
等
の

旅
費
手
当
を
基
準
と
し
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
国
的
に
災

害
が
発
生
し
て
い
る
中
、
本
市

に
お
い
て
も
災
害
復
旧
体
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
上
昇

建
設
経
済
常
任
委
員
会

朝
倉
市
簡
易
水
道
の

　
　
　
今
後
の
運
営
は
い
か
に

★
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台
を

更
新
し
ま
す

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
20
年

で
更
新
し
て
お
り
、
今
回
は
第

９
分
団
と
第
16
分
団
に
配
属
さ

れ
ま
す
。

★
杷
木
統
合
新
設
小
学
校
の
給

食
室
の
厨
房
機
器
を
購
入
し
ま

す
　

新
設
小
学
校
の
給
食
室
の
厨

房
機
器
は
、
食
器
な
ど
ま
だ

使
え
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
使
用

し
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
、
フ
ー
ド

ス
ラ
イ
サ
ー
、
オ
ー
ブ
ン
、
食

器
洗
浄
機
な
ど
の
必
要
機
器
を

購
入
し
ま
す
。

地域の安全を守ります

地域に根ざした
朝倉診療所

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

★
平
成
27
年
度
朝
倉
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
を
認

定
し
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

数
は
前
年
度
平
均
に
比
べ
、
約

３
・
２
％
減
少
し
、
１
万
５
千

人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人

あ
た
り
の
医
療
費
は
約
２
・
２

％
増
加
し
40
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
事
業
勘
定
で
は

歳
入
に
つ
い
て
平
成
27
年
度
か

ら
国
民
健
康
保
険
税
率
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険

税
収
入
が
５
・
２
％
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
の
現
年
度

分
の
収
納
率
は
94
・
65
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
歳
出
は
保
険
給

付
費
が
全
体
の
56
・
１
％
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
約
０
・
９
％
減
少
し
て

い
ま
す
。
事
業
勘
定
の
歳
入
歳

出
差
引
額
は
、
５
億
９
０
２
８

万
７
千
円
の
歳
入
不
足
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
直
営
診
療
施
設

勘
定
で
は
、
朝
倉
診
療
所
の
老

朽
化
し
た
超
音
波
診
断
装
置
の

更
新
や
医
療
事
務
レ
セ
プ
ト
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、
診
療

の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
来
受
診
者
数
は
、
１
万
６
６

６
９
人
、
誕
生
月
検
診
者
数
は

１
８
３
２
人
と
、
ど
ち
ら
も
前

年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
診
療
所
に
お
い

て
は
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
機

関
と
し
て
今
後
も
市
民
の
健
康

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
認
定
し
ま
し
た
。

★
簡
易
水
道
の
適
正
管
理
を

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
の
決
算

総
額
は
９
０
５
万
２
千
円
で
す
。

簡
易
水
道
の
設
置
個
所
は
市
内

に
７
箇
所
、
給
水
区
域
は
７
区

域
で
、
現
在
給
水
人
口
は
２
４

８
人
。
年
間
総
配
水
量
は
５
万

６
千
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
水
道
使
用
料
、
一
般

会
計
繰
入
金
な
ど
、
歳
出
は

施
設
の
維
持
管
理
費
が
主
な
も

の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
矢
野
竹
簡

易
水
道
の
取
水
施
設
改
良
工
事

や
修
繕
工
事
、
ま
た
、
寺
内
簡

易
水
道
の
ポ
ン
プ
場
の
電
極
制

御
装
置
の
修
繕
や
配
水
施
設
修

繕
工
事
な
ど
の
補
修
を
行
い
、

全
施
設
で
水
道
法
等
の
規
定
に

基
づ
く
原
水
、
浄
水
の
水
質
検

査
を
行
う
な
ど
、
水
質
管
理
に

努
め
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
、
今
後
簡

易
水
道
の
施
設
の
更
新
な
ど
行

う
際
に
現
在
の
基
金
残
高
で
十

分
で
あ
る
か
確
認
し
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
現
状
の
基

金
残
高
で
は
不
足
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
起
債
の
借

り
入
れ
な
ど
で
賄
う
こ
と
に
な

る
と
の
説
明
を
受
け
、
全
員
異

議
な
く
認
定
し
ま
し
た
。

★
市
道
を
廃
止
し
ま
す

　

松
ノ
木
団
地
・
石
の
橋
団
地

統
合
建
替
え
事
業
に
伴
い
、
石

の
橋
団
地
が
除
去
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
団
地
内
道
路
と
し
て
の

市
道
を
廃
止
し
ま
し
た
。

簡易水道の適正管理で安心安全な水の供給を


